
令和４年度行政評価結果概要

事業
方向性

評価理由・コメント

1
テレビ広報放送事業
【秘書広報課】

蕨ケーブルビジョンの１１チャンネルで、毎週金曜日から木曜日、４５分の行政広報番組「ハローわらび」を９・１２・１５・１
８・２１時から放送している（年間の制作本数は５２本）。番組内容は、市政情報やまちの話題、公共施設の案内、市から
のお知らせなど。

※アンケートで「ハローわらび」を「よく見る」「ときどき見る」と回答した割合…５１％（令和２年度）、５１％（令和３年度）
【令和３年度決算額　２４，４７３，０２０円】

継続

改善・効率化

即時性や多様な情報を発信できる点などのテレビ放送なら
ではの特色を生かして、引き続き充実した情報発信を目指
されたい。
また、近年、Youtube等を活用したインターネット上での情
報発信に対する需要の高まりがあり、現在も一定の連携を
図っているところであるが、今後もテレビ広報とインターネッ
トとの連携やそのニーズについては研究されたい。

2
自主防災組織育成事業
【安全安心推進課】

自主防災会への支援強化等を目的に、下記事業を実施している。
・自主防災組織の育成及び市民の防災組織の高揚並びに普及を図るため、災害時の自主活動において必要となる資
機材等の購入に要した費用の一部を補助する（自主防災組織の設立初年度は10万円、翌年度からは5万円を支給）。
・災害時に迅速かつ円滑な避難所運営が行えるよう、災害時に実際の避難所となる施設（小・中学校）を使用した訓練を
実施する。
・平時より避難所運営に当たっての基本的な事項について事前協議の場を設け、有事に備えた体制や顔の見える関係
性を構築するため、自主防災会、指定避難所、行政の３者による避難所運営協議会を避難所ごとに設置する。

※避難所運営協議会の設置数…１か所(令和２年度)、１か所(令和３年度)
【令和３年度決算額　２，１２０，４３９円】
県補助金：３３，０００円

継続

改善・効率化

引き続き自主防災組織の体制強化に向けた支援や自主防
災リーダーの育成を継続しつつ、指定避難所における避難
所運営協議会の設置を更に推進されたい。また、今後は、
同協議会が設置された地域において、自主的な訓練等が
促進されるよう支援方法を工夫するなど、一層の地域防災
力の向上に努められたい。

3
交通安全推進事業（高齢者運
転免許証自主返納奨励事業）
【安全安心推進課】

運転免許証を自主返納しやすい環境の整備を図り、高齢ドライバーによる交通事故を未然に防ぐことを目的に、自動車
等の運転に不安を抱え、自ら運転免許証を返納しようとする満65歳以上の市民に対して、移動のために利用するバスま
たはタクシーの利用料金の一部を助成する（１回限り）。助成内容は、国際興業バスの回数券（7,700円分）またはタク
シー利用補助券（初乗り500円分を14回で7,000円分）。

※バス回数券・タクシー利用補助券の申請者数…３２４人（令和２年度）、２５０人（令和３年度）
【令和３年度決算額　１，６３０，４００円】

継続

改善・効率化

運転に不安を抱える高齢者の返納を後押しするため、引き
続き様々な機会を捉えて事業内容や仕組みについて丁寧
に説明していくとともに、特に、制度の利用に当たっては、
返納後１年以内の申請が必要である点について、警察と
の連携を密にし、一層の周知に努められたい。

4
駅前自転車等対策事業
【安全安心推進課】

自転車等の放置による生活環境の障害を防止することを目的に、駅周辺における放置自転車の撤去・啓発、駅利用者
等の自転車等駐車場登録、自転車等駐輪場・撤去自転車保管場所の整備、民営自転車等駐車場設置に対する助成等
を実施している。

※放置自転車数（現況調査による撤去台数／日）…４１台（令和２年度）、８１台（令和３年度）
【令和３年度決算額　５２，５５８，７９９円】

継続

改善・効率化

駐輪場については、より利用しやすい受付・利用期間の設
定について引き続き検討するとともに、施設の老朽化が進
んでいる現状を鑑み、受益者負担の見直しなど費用対効
果を踏まえた改修のあり方を研究されたい。

No.
事業概要
【事業費】

事業名
【事業課名】

委員会評価
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5
塵芥処理事業
【安全安心推進課】

ゴミの収集の適正・効率化を通じて、良好な生活環境の維持と公衆衛生の向上を図ることを目的に、家庭ごみを原則と
して毎週２日（日曜、年末年始、勤労感謝の日は休業）、午前８時から午後４時までの間に収集する。なお、家庭ごみは、
もやすごみや資源物（１４種類）に区分し、市内各所に設置されたクリーンステーション（もやすごみ）、リサイクルステー
ション（資源物）に適切に出されたものを収集している。また、家庭で使われていた家財道具等を粗大ごみとして収集して
いる。

※蕨市民１人あたりの１日の家庭ごみ排出量…５７８ｇ（令和２年度）、５９４ｇ（令和３年度）
【令和３年度決算額　３２６，４３３，８８１円】

継続

改善・効率化

ごみ収集の適正・効率化を図るため、関係団体等との連携
を図りながら外国人住民を含めた分別方法の周知に一層
工夫するとともに、高齢化の進展などを踏まえ、集積所ま
でのごみの持ち出しが困難な方への対応について検討を
進められたい。

6
男女共同参画推進事業（配偶
者暴力相談支援センター）
【市民活動推進室】

ＤＶを防止し、被害者を公的な相談につなげられるようＤＶの正しい理解を広めるとともに、被害者に対する適切な支援
を行い、安全に自立した生活が送れるようになることを目的に、平成２７年４月より配偶者暴力相談支援センターを設置
し、事業を行っている。具体的な事業内容は以下のとおりである。
・ＤＶ及びデートＤＶ防止啓発：パープルリボン展、ＤＶ防止啓発パネル展、ＤＶ防止出前講座、ＤＶ・デートＤＶ防止啓発パ
ンフレットの配布（成年式での配布及び市内３中学校１年生への配布）
・ＤＶ被害者支援：ＤＶ相談（月、水、木曜日は女性相談員による相談）の実施、フェミニストカウンセラーによる女性の心
と生き方相談、ＤＶ対策庁内連絡会（職員研修含む）による庁内連携

※ＤＶ相談件数…４４５人（令和２年度）、２９９人（令和３年度）
【令和３年度決算額　１，７８１，５９２円】
国庫補助金　５９１，０００円

継続

改善・効率化

年齢・性別にとらわれることのない幅広い層に対し（中で
も、特に低い年齢層に対し）、また職員と市民の双方に対し
さらなる周知・啓発を図られたい。その上で、被害者支援に
関する専門性をより一層高め、きめ細やかな支援を継続
し、更なる事業効果をあげられるよう努められたい。

7
社会福祉協議会補助事業
【福祉総務課】

地域に密着した福祉サービスの提供と地域福祉の増進を図るため、社会福祉協議会が実施する公益性の高い事業（法
人運営事業、ボランティアセンター事業、老人福祉センター松原会館運営事業）に対して補助を行う。

※社会福祉協議会会員数…３，６６４人（令和２年度）、３，４９５人（令和３年度）
【令和３年度決算額　５４，８００，０００円】

継続

改善・効率化

自主自立の体制を確立する観点から、既存会員の維持と
新規開拓による会費の確保に加え、受託事業の利用者増
などによる収益増に取り組み、自主財源の確保に努めると
ともに、事業の効率化についても引き続き取り組むことで、
必要な事業について安定的な実施が図れるよう指導され
たい。

8
障害者日常生活支援事業（福
祉自動車燃料給付事業）
【福祉総務課】

重度障害者に対し、日常生活に供する自動車の運行に係る燃料費の一部を助成し、日常生活の利便と経済的負担の
軽減を図る。令和２年度までは、受給者に福祉自動車燃料助成券を年間１２枚交付し、市が協定を締結した事業者で給
油する際に、事業者に助成券を提出することで、１枚１，０００円分の助成を受けることとしていたが、協定事業者が１か
所のみとなったため、令和３年度より事業の見直しを行い、領収書を添付して助成金を申請する償還払いへ変更を行っ
た。

※申請者数…２４８人（令和２年度）、２８５人（令和３年度）
【令和３年度決算額　２，７５４，３０８円】

継続

改善余地なし

令和３年度からは、市内事業者に限らず、どこの事業者も
助成の対象となり、利用者のニーズに合わせた対応が図
られた直後であるため、現時点での改善余地はない。
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9
保育園運営費(地域子育て支援
センター事業)
【児童福祉課】

子育て家庭の育児不安等を解消することを目的に、市内４か所（公営２か所、民間委託２か所）で地域子育て支援セン
ターを開設し、子育て親子の交流の場の提供や、子育てに関する相談援助、地域の子育て関連情報の提供、子育て・
子育て支援に関する講習等を実施している。

※利用者数…４，１６４人（令和２年度）、７，３０５人（令和３年度）
【令和３年度決算額　３０，８４３，８９４円】
国庫補助金：１０，２８３，０００円
県補助金：１０，２８３，０００円

継続

改善・効率化

コロナ禍において育児不安等は一層高まり、本事業の重
要性は増していると考えられるため、相談機会を確保でき
るようオンライン相談の導入など利用しやすい環境づくりを
進めるとともに、子育て講座の充実など、引き続き利用者
のニーズを捉えた事業内容の工夫に努められたい。

10
留守家庭児童指導室管理運営
費
【児童福祉課】

放課後保育に欠ける子育て家庭に対し、児童を安全に預かる場を提供することを目的に、市内20室（公設公営7室、公
設民営9室、民設民営4室）で、保護者からの申請に基づき、保護者が就労等により昼間家庭にいない小学６年生までの
児童の預かりを実施している。なお、令和4年度から長期休業期間（春・夏・冬休み）及び土曜日の開室時間の繰上げを
行っている。

※利用者数…７３３人（令和２年度）、７５１人（令和３年度）
【令和３年度決算額　１７６，７１８，４７０円】
国庫補助金：４６，３７７，０００円
県補助金：５２，３１１，８１９円

継続

改善・効率化

今後も質の高い事業運用に資するよう研修などを通じて指
導員の資質向上に努めるとともに、引き続き民間活力を有
効に活用されたい。また、受益者負担のあり方についても
調査・研究を進められたい。

11
老人福祉センターけやき荘管理
運営費
【介護保険室】

高齢者に憩いとやすらぎの場を提供し、高齢者サークル等の活動拠点となっているけやき荘の管理運営を行っている。
また、各種講座を開催しているほか、高齢者クラブや地域包括支援センターが実施する介護予防事業などの活動の場
としても活用している。

※けやき荘利用者数…４，８２４人（令和２年度）、９，０２２人（令和３年度）
【令和３年度決算額　７，７４８，６３８円】

継続

改善・効率化

高齢者のニーズに応じた講座等の活動内容の充実や、新
規利用者の参加を促す工夫について引き続き検討すると
ともに、コロナ禍にあっても、安心した利用につながる運営
に取り組まれたい。

12
敬老祝賀事業
【介護保険室】

長年にわたり地域社会の発展に貢献してこられた高齢者に対する敬老の意を表すとともに、長寿を祝うことを目的とし
て、蕨市お年寄りを敬う会（敬老優秀作文の朗読、演芸）、敬老祝品の贈呈（最高齢者は市長が表敬訪問）、金婚祝式
（式典、演芸等）を実施している。（お年寄りを敬う会については、令和２年度、令和３年度ともに新型コロナの影響により
中止。）

※金婚祝式参加組数…２７組（令和２年度）、１９組（令和３年度）
【令和３年度決算額　２，７６１，７４１円】

継続

その他見直し（対
象者の見直し）

お年寄りを敬う会については、高齢化が進展するなか、対
象者が毎年増大し続けていくことが見込まれるため、対象
者の見直しを継続的に検討されたい。また、あわせて祝品
についても対象者について引き続き研究されたい。
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13
在宅要介護高齢者支援事業
【介護保険室】

在宅での日常生活に著しく支障がある低所得の高齢者の福祉の増進を図るために、65歳以上の蕨市の介護保険被保
険者で、以下の要件を満たす人を対象に、月額5,000円を支給している。
　・介護保険の要介護認定で要介護４又は５の認定を受けている
　・介護保険の保険料段階が第３段階以下
　・介護保険施設に入所していない
　・生活保護および在宅重度障害者手当を受給していない

※在宅要介護高齢者手当受給者数（延べ）…１９８件(令和２年度)、１９０件(令和３年度)
【令和３年度決算額　４，４４５，０００円】

継続

改善余地なし

本事業は、日常生活に支障がある低所得の高齢者にとっ
て経済的な負担を軽減し、生活基盤の安定化を図る一助
となっており、改善余地はない。

14
緊急通報体制整備等事業
【介護保険室】

在宅のひとり暮らし高齢者等に対し、緊急時に適切な対応を図り、日常生活上の不安感、孤独感を軽減し、自立した在
宅生活を支援するため、申請に基づき、福祉連絡システム機器（相談及び緊急ボタンがある機器及びペンダント型発信
機）の居室への設置を行っている。設置後は、緊急時にボタンを押すことで、受信センター（平成９年までは消防本部。平
成１０年から蕨市社会福祉協議会に委託。２４時間体制）から、ヘルパー派遣や救急車の手配などの適切な対応が受け
られる。

※福祉連絡システム機器設置台数（年度末現在）…４１８台（令和２年度）、４２７台（令和３年度）
【令和３年度決算額　４８，５３０，２６０円】

継続

その他見直し（民
間委託等を含め
た実施方法の検
討）

本事業は高齢者の日常生活上の不安の解消、自立した在
宅生活の支援という部分において有効に機能し、成果を得
られていると考えられるが、今後は、携帯電話しか持たな
い高齢者への対応やコスト等を総合的に勘案し、民間委託
を含めた、抜本的な実施方法の検討をされたい。

15
健康長寿事業
【保健センター】

様々な病気の予防効果が実証されている「１日８，０００歩・中強度の活動時間２０分」の普及啓発のため、平成30年度
からは県の「コバトン健康マイレージ事業」と連携して、参加者が歩数計やスマートフォンアプリを使用することで、歩数に
応じてポイントが付与され景品が当選するなど、楽しみながら継続して健康づくりに取り組むとともに、市独自でもウォー
キングイベントの開催や抽選会を行い参加者の普及啓発に努めている。

※コバトン健康マイレージの申込登録者数（累計）…５０６人（令和２年度）、１，４４３人（令和３年度）
【令和３年度決算額　７０５，９６０円】

継続

改善・効率化

コロナ禍における体力の虚弱化（コロナフレイル）が指摘さ
れ、また、高齢者へのスマホ普及率も高まっているなか、
引き続き、本事業の周知啓発への取り組みが重要である
が、参加人数だけでなく、参加者がより積極的に利用して
もらうよう、送信率増加を目指した周知の取り組みを検討さ
れたい。
また、県との連携事業ではあるが、新規参加者の獲得と継
続者の支援に向けて、市内企業や団体との協働によりイン
センティブを設けるなど研究されたい。

16
各種検診事業(歯周疾患検診)
【保健センター】

節目の年齢である２０・３０・４０・５０・６０・７０歳の方、及び、３０歳以上の希望者を対象として、歯周疾患予防のための口
腔内診査と保健指導を行っている。（２０歳の対象者はパノラマレントゲン撮影を追加実施）
実施方法は対象者に受診券を送付し、対象者は委託歯科医院で受診する。

※歯周疾患検診（３０・４０・５０・６０・７０歳）の受診率…１１．１％（令和２年度）、１１．４％（令和３年度）
【令和３年度決算額　４，９７０，７４２円】
県補助金：９５５，０００円
※県補助金は№１７、№１８等の事業に対して一体で交付されているものであり、行政評価に際して便宜的に按分したも
のである。

継続

改善・効率化

節目年齢の検診について、個別の勧奨を複数にわたり
行っているにも関わらず受診しないかたへのアプローチに
ついては、更に分析を深めるとともに、先進自治体の事例
を調査するなどして、対象者の関心を高める周知啓発を研
究されたい。
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17
健康診査事業
【保健センター】

３０歳代の市民と４０歳以上の生活保護受給者を対象に健康診査を実施する。また、４０歳の節目年齢の市民を対象に
肝炎ウイルス検診を実施している。

※健康診査の受診者数…４８５人（令和２年度）、４６９人（令和３年度）
【令和３年度決算額　５，１００，６５７円】
県補助金：８１４，０００円
※県補助金は№１７、№１８等の事業に対して一体で交付されているものであり、行政評価に際して便宜的に按分したも
のである。

継続

改善・効率化

受益者負担については、蕨戸田市医師会等との協議も行
いながら、引き続き適正な運用を図られたい。また、30歳
代で本事業の対象となる市民の数の把握の方法や、効果
的な周知啓発や勧奨方法について先進事例を研究された
い。

18

救急医療対策事業・地域医療
推進事業（地域医療体制の推
進）
【保健センター】

市民に身近な医療体制づくりを図るため、蕨戸田市医師会、蕨戸田歯科医師会、蕨戸田市医師会看護専門学校への補
助事業を実施している。
医師会の協力のもと、診療時間外の初期救急医療に対応するため、蕨市・戸田市休日・平日夜間急患診療所運営補助
事業や、休日の産婦人科の在宅当番医制運営委託事業（蕨市戸田市８医療機関）を実施するとともに、安定した第二次
救急医療の確保を図るため、病院群輪番制病院運営費負担事業（蕨市戸田市４医療機関）、小児救急医療支援事業
（蕨市立病院・戸田中央病院の２医療機関）を実施している。また、子どもを出産した家庭に、「こどもの救急」リーフレット
の配布やホームページ上で救急医療についての情報提供やこどもの救急サイトの紹介を行っている。

※小児救急医療事業における受診者数（蕨市急患診療所において小児科を受診した蕨市民または戸田市民の数）…４
０３人（令和２年度）、５８８人（令和３年度）
【令和３年度決算額　４４，８４２，４８７円】
戸田市分担金（令和３年度決算額）　１１，１１０，０００円

継続

改善・効率化

本事業は市民が安心して生活するために欠かせないもの
であり、今後も適正な事業実施と周知啓発を継続された
い。特に、救急医療の適切な利用の啓発と、各種電話相談
（#8000、＃7119）等の活用の周知に引き続き取り組まれた
い。

19
緑化推進事業
【道路公園課】

緑の保全や育成を図り、緑化を推進することで緑と潤いのある住環境を形成するため、街路樹の剪定、消毒などの維持
管理や、緑道の施設管理及び清掃の実施、南町桜並木の維持管理をしている南町桜並木保存会への補助金交付、民
有地への生垣設置に対しての補助金交付を行っている。

※市民意識調査における公園緑地の整備、身近な緑と花の充実の満足度…３．２０ポイント（令和２年度）、３．２１ポイン
ト（令和３年度）
【令和３年度決算額　１９，４４７，１６４円】

継続

改善・効率化

街路樹の適正な維持管理を継続するとともに、本市の実状
にあったまちの緑化推進に向けた更なる取組について
ニーズを把握しつつ、他市の状況を参考にしながらそのあ
り方や必要性を調査、研究をされたい。
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